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Fifty ca田sof myelography with myelopaque, examined in our clinic, have been 
reported. 
Myelopaque, made of iodine oil, is 1.145 in specific gravity and one tenths in 
viscosity comparing with moljodol. 
In intradural space myelopaque is smoothly movable and abstracts abnormal 
findings in detail. 
The removable rate of myelopaque out of intradural space was about 50 per 
cent. 
When it wasn’t removed sufficiently, fairly strong irritating symptoms due to 
radiculitis took place within about 10 to 30 days after myelography. 
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骨軟骨症で5cc以上注入した 4例中3例に発現してお 解しp 大量の分解産物が馬尾神経を刺戟する事による




日目に腰椎々弓切除術を行った所p Myelopaqueは白 所でありp 高瀬等はMoljodolの神経根に沿う溢出によ
濁した大小の粘液嫌の塊となってP 充血した馬尾神経 り種々の疹痛が発現する事を述べているが，本剤jに較















I). 3 cc注入した 1例ではミエログラフィー後2ヵ月 (1) Myelopaqueは脊鑑液腔内に於ける移動状態，
にして油彩の全く消失したものがあり（図3), 一般 病変部の描出，早期刺戟症状の少い点に於てMoljodol
に本剤の吸収はレ線陰影の消失のみを目標とすれば より優れた性質を有する．
Moljodohこ絞べていちじるしく早いと云う挙が出来よ (2) 可除去率は50%前後のものが多かった．
う． 13) Myelopaqueの欠点は脊箇液匙内に遺残した場
N，考 察
Myelopaqueは透視に際して常にー塊となり円滑に
流動し，虚像の出現なく微細な変化をも描出出来p 又
早期利戟症状も軽微な点に於て Moljodolより後れた
性質を有する．
従来の沃度油は脊髄液睦から吸引除去する事が出来
なかったがp 本剤は沃度消に可除去性をもたせる事が
出来た点に於て格段の進歩を示したものと云う事が出
来ょうが，我々の経験では可除去率は50%前後であっ
た本剤による後発刺戟症状出現の点から考えて毎常
80%以上の可除去率が得られる事が望まししこの点
については今後製剤の改良p 除去器具の工夫が望まれ
る．
本剤の欠点は脊髄液経内に遺残した場合p ミエログ
ラフィー 後10日～1ヵ月の聞に可成り強い刺戟症状が
出現する事である．之はこの時期に一時に沃度泊が分
合， ミエログラフィー後10日～1ヵ月以内の時期に可
成り強い刺戟症状が発現する事である．
稿を終るに臨み御懇篤な御指導i御校閲を賜った恩
師近藤鋭矢教授に深謝します．
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